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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月22日(2015.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１６．００重量％から３０．００重量％のクロム（Ｃｒ）と；８．００重量％から２７
．００重量％のニッケル（Ｎｉ）と；７．００重量％以下のモリブデン（Ｍｏ）と；０．
４０重量％から０．７０重量％の窒素（Ｎ）と、１．０重量％から４．００重量％のマン
ガン（Ｍｎ）と、１．０重量％以下のニオブ（Ｎｂ）と、０．１０重量％未満の炭素（Ｃ
）と、０．０７０重量％以下の酸素と、２．００重量％以下のケイ素と、残部である鉄お
よび不可避的不純物とを含む、
　窒素（Ｎ）に対するマンガン（Ｍｎ）の比率が１０．０以下に制御され；
　ニッケル当量［Ｎｉ］に対するクロム当量［Ｃｒ］の比率が０．４０より大きく１．０
５未満に決定および制御され；
　クロム当量が、第１式：

　　［Ｃｒ］＝（重量％Ｃｒ）＋（１．５×重量％Ｓｉ）＋（１．４×重量％Ｍｏ）＋（
重量％Ｎｂ）－４．９９

に従って決定および制御され；
　ニッケル当量が、第２式：

　　［Ｎｉ］＝（重量％Ｎｉ）＋（３０×重量％Ｃ）＋（０．５×重量％Ｍｎ）＋（２６
×重量％（Ｎ－０．０２））＋２．７７

に従って決定および制御される、非磁性のオーステナイト系の母材の微細組織を有するオ
ーステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項２】
　０．０３０重量％以下の炭素、または０．０２０重量％～０．０３０重量％の炭素をさ
らに含む、請求項１に記載のオーステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項３】
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　２．０重量％以下のマンガンをさらに含む、請求項１または２に記載のオーステナイト
系ステンレス鋼母材。
【請求項４】
　１．０重量％から２．０重量％のマンガン、または１．２０重量％以上１．５０重量％
以下のマンガンをさらに含む、請求項１～３のいずれか１項に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼母材。
【請求項５】
　窒素に対するマンガンの比率が３．７５以下に制御されている、請求項３または４に記
載のオーステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項６】
　０．０３０重量％以下のリンをさらに含む、請求項１～５のいずれか１項に記載のオー
ステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項７】
　０．０１０重量％以下の硫黄、または０．００１重量％未満の硫黄をさらに含む、請求
項１～６のいずれか１項に記載のオーステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項８】
　酸素含有量が０．０５０重量％以下である、請求項１～７のいずれか１項に記載のオー
ステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項９】
　０．７５重量％以下のケイ素、または０．２５重量％以上０．７５重量％以下のケイ素
をさらに含む、請求項１～８のいずれか１項に記載のオーステナイト系ステンレス鋼母材
。
【請求項１０】
　ホウ素、セリウム（ＲＥＭ）、アルミニウム、カルシウム、マグネシウム、銅、タング
ステン、バナジウム、チタンおよび/またはニオブプラスタンタルから選択された少なく
とも１つの元素をさらに含む、請求項１～９のいずれか１項に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼母材。
【請求項１１】
　０．０１０重量％以下のホウ素、または０．００１重量％以上０．０１０重量％以下の
ホウ素をさらに含む、請求項１～１０のいずれか１項に記載のオーステナイト系ステンレ
ス鋼母材。
【請求項１２】
　０．１０重量％以下のセリウム、または０．０１重量％以上０．１０重量％以下のセリ
ウムをさらに含む、請求項１～１１のいずれか１項に記載のオーステナイト系ステンレス
鋼母材。
【請求項１３】
　さらに０．０５０重量％以下のアルミニウム、または０．００５重量％以上０．０５０
重量％以下のアルミニウムを含む、請求項１～１２のいずれか１項に記載のオーステナイ
ト系ステンレス鋼母材。
【請求項１４】
　さらに０．０１０重量％以下のカルシウム、または０．００１重量％以上０．０１０重
量％以下のカルシウムを含む、請求項１～１３のいずれか１項に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼母材。
【請求項１５】
　０．０１０重量％以下のマグネシウム、または０．００１重量％以上０．０１０重量％
以下のマグネシウムをさらに含む、請求項１～１４のいずれか１項に記載のオーステナイ
ト系ステンレス鋼母材。
【請求項１６】
　１．５０重量％以下の銅、または１．５０重量％以上３．５０重量％以下の銅をさらに
含む、請求項１～１５のいずれか１項に記載のオーステナイト系ステンレス鋼母材。
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【請求項１７】
　２．００重量％以下のタングステン、または０．５０重量％以上１．００重量％以下の
タングステンをさらに含む、請求項１～１６のいずれか１項に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼母材。
【請求項１８】
　０．５０重量％以下のバナジウム、または０．１０重量％以上０．５０重量％以下のバ
ナジウムをさらに含む、請求項１～１７のいずれか１項に記載のオーステナイト系ステン
レス鋼母材。
【請求項１９】
　０．０４０重量％以上０．１０重量％未満の炭素をさらに含む、請求項１～１８のいず
れか１項に記載のオーステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項２０】
　炭素含有量が０．０３０重量％より多く０．０８重量％以下である、請求項１９に記載
のオーステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項２１】
０．７０重量％以下のチタンをさらに含む、請求項１９または２０に記載のオーステナイ
ト系ステンレス鋼母材。
【請求項２２】
　チタン含有量がＴ（ｍｉｎ）より多く；
　Ｔｉ（ｍｉｎ）が４×Ｃ（ｍｉｎ）から計算され；
　Ｃ（ｍｉｎ）が炭素の最小量である、
請求項１９を引用する請求項２１に記載のオーステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項２３】
　チタン含有量がＴ（ｍｉｎ）より多く；
　Ｔｉ（ｍｉｎ）が５×Ｃ（ｍｉｎ）から計算され；
　Ｃ（ｍｉｎ）が炭素の最小量である、
請求項２０を引用する請求項２１に記載のオーステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項２４】
　ニオブ含有量がＮｂ（ｍｉｎ）より多く；
　Ｎｂ（ｍｉｎ）が８×Ｃ（ｍｉｎ）から計算され；
　Ｃ（ｍｉｎ）が炭素の最小量である、
請求項１９を引用する請求項１～２３のいずれか１項に記載のオーステナイト系ステンレ
ス鋼母材。
【請求項２５】
　ニオブ含有量がＮｂ（ｍｉｎ）より多く；
　Ｎｂ（ｍｉｎ）が１０×Ｃ（ｍｉｎ）から計算され；
　Ｃ（ｍｉｎ）が炭素の最小量である、
請求項２０を引用する請求項１～２４のいずれか１項に記載のオーステナイト系ステンレ
ス鋼母材。
【請求項２６】
　１．０重量％以下のニオブプラスタンタルおよび最大で０．１０重量％のタンタルをさ
らに含む、請求項２４または２５に記載のオーステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項２７】
　ニオブおよびタンタル含有量がＮｂ＋Ｔａ（ｍｉｎ）より多く；
　Ｎｂ＋Ｔａ（ｍｉｎ）が８×Ｃ（ｍｉｎ）から計算され；
　Ｃ（ｍｉｎ）が炭素の最小量である（最大で０．１０重量％のＴａを含む、）
請求項１９を引用する請求項２６に記載のオーステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項２８】
　ニオブおよびタンタル含有量がＮｂ＋Ｔａ（ｍｉｎ）より多く；
　Ｎｂ＋Ｔａ（ｍｉｎ）が１０×Ｃ（ｍｉｎ）から計算され；
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　Ｃ（ｍｉｎ）が炭素の最小量である（最大で０．１０重量％のＴａを含む、）
請求項２０を引用する請求項２６に記載のオーステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項２９】
　０．４０～０．７０重量％の窒素と、２５以上の耐孔食指数（ＰＲＥＮ）を有する合金
組成とを含み；
　ＰＲＥＮ＝重量％クロム＋（３．３×重量％モリブデン）＋（１６×重量％窒素）、で
あって、
　当該合金組成が、１６．００重量％から３０．００重量％のクロム（Ｃｒ）と；８．０
０重量％から２７．００重量％のニッケル（Ｎｉ）と；７．００重量％以下のモリブデン
（Ｍｏ）と；１．０重量％から４．００重量％のマンガン（Ｍｎ）と、１．０重量％以下
のニオブ（Ｎｂ）と、０．１０重量％未満の炭素（Ｃ）と、０．０７０重量％以下の酸素
と、２．００重量％以下のケイ素と、残部である鉄および不可避的不純物とをさらに含み
、
　窒素（Ｎ）に対するマンガン（Ｍｎ）の比率が１０．０以下に制御され；

　ニッケル当量［Ｎｉ］に対するクロム当量［Ｃｒ］の比率が０．４０より大きく１．０
５未満に決定および制御され；
　クロム当量が、第１式：

　　［Ｃｒ］＝（重量％Ｃｒ）＋（１．５×重量％Ｓｉ）＋（１．４×重量％Ｍｏ）＋（
重量％Ｎｂ）－４．９９であり

に従って決定および制御され；
　ニッケル当量が、第２式：

　　［Ｎｉ］＝（重量％Ｎｉ）＋（３０×重量％Ｃ）＋（０．５×重量％Ｍｎ）＋（２６
×重量％（Ｎ－０．０２））＋２．７７

に従って決定および制御される、
非磁性のオーステナイト系の母材の微細組織を有するオーステナイト系ステンレス鋼母材
。
【請求項３０】
　０．４０～０．６０重量％の窒素と、２５以上の耐孔食指数（ＰＲＥＮ）を有する合金
組成とを含み；
　ＰＲＥＮ＝重量％クロム＋（３．３×重量％モリブデン）＋（１６×重量％窒素）、で
あって、
　当該合金組成が、１６．００重量％から３０．００重量％のクロム（Ｃｒ）と；８．０
０重量％から２７．００重量％のニッケル（Ｎｉ）と；７．００重量％以下のモリブデン
（Ｍｏ）と；１．０重量％から４．００重量％のマンガン（Ｍｎ）と、１．０重量％以下
のニオブ（Ｎｂ）と、０．１０重量％未満の炭素（Ｃ）と０．０７０重量％以下の酸素と
、２．００重量％以下のケイ素と、残部である鉄および不可避的不純物とをさらに含み、
　窒素（Ｎ）に対するマンガン（Ｍｎ）の比率が１０．０以下に制御され；
　ニッケル当量［Ｎｉ］に対するクロム当量［Ｃｒ］の比率が０．４０より大きく１．０
５未満に決定および制御され；
　クロム当量が、第１式：

　　［Ｃｒ］＝（重量％Ｃｒ）＋（１．５×重量％Ｓｉ）＋（１．４×重量％Ｍｏ）＋（
重量％Ｎｂ）－４．９９

に従って決定および制御され；
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　ニッケル当量が、第２式：

　　［Ｎｉ］＝（重量％Ｎｉ）＋（３０×重量％Ｃ）＋（０．５×重量％Ｍｎ）＋（２６
×重量％（Ｎ－０．０２））＋２．７７

に従って決定および制御される、
非磁性のオーステナイト系の母材の微細組織を有するオーステナイト系ステンレス鋼母材
。
【請求項３１】
　０．５０重量％～１．００重量％のタングステンと、０．４０～０．７０重量％の窒素
と、２７以上の耐孔食指数（ＰＲＥＮＷ）を有する合金組成とを含み；
　ＰＲＥＮＷ＝重量％クロム＋［３．３×重量％（モリブデン＋タングステン）］＋（１
６×重量％窒素）、であって、
　当該合金組成が、１６．００重量％から３０．００重量％のクロム（Ｃｒ）と；８．０
０重量％から２７．００重量％のニッケル（Ｎｉ）と；７．００重量％以下のモリブデン
（Ｍｏ）と；１．０重量％から４．００重量％のマンガン（Ｍｎ）と、１．０重量％以下
のニオブ（Ｎｂ）と、０．１０重量％未満の炭素（Ｃ）と、０．０７０重量％以下の酸素
と、２．００重量％以下のケイ素と、残部である鉄および不可避的不純物とをさらに含み
、
　窒素（Ｎ）に対するマンガン（Ｍｎ）の比率が１０．０以下に制御され；
　ニッケル当量［Ｎｉ］に対するクロム当量［Ｃｒ］の比率が０．４０より大きく１．０
５未満に決定および制御され；
　クロム当量が、第１式：

　　［Ｃｒ］＝（重量％Ｃｒ）＋（１．５×重量％Ｓｉ）＋（１．４×重量％Ｍｏ）＋（
重量％Ｎｂ）－４．９９

に従って決定および制御され；
　ニッケル当量が、第２式：

　　［Ｎｉ］＝（重量％Ｎｉ）＋（３０×重量％Ｃ）＋（０．５×重量％Ｍｎ）＋（２６
×重量％（Ｎ－０．０２））＋２．７７

に従って決定および制御される、非磁性のオーステナイト系の母材の微細組織を有するオ
ーステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項３２】
　０．４０～０．６０重量％の窒素と、０．５０重量％～１．００重量％のタングステン
と、２７以上の耐孔食指数（ＰＲＥＮＷ）を有する合金組成とを含み；
　ＰＲＥＮＷ＝重量％クロム＋［３．３×重量％（モリブデン＋タングステン）］＋（１
６×重量％窒素）、であって、
　当該合金組成が、１６．００重量％から３０．００重量％のクロム（Ｃｒ）と；８．０
０重量％から２７．００重量％のニッケル（Ｎｉ）と；７．００重量％以下のモリブデン
（Ｍｏ）と；１．０重量％から４．００重量％のマンガン（Ｍｎ）と、１．０重量％以下
のニオブ（Ｎｂ）と、０．１０重量％未満の炭素（Ｃ）と、０．０７０重量％以下の酸素
と、２．００重量％以下のケイ素と、残部である鉄および不可避的不純物とをさらに含み
、
　窒素（Ｎ）に対するマンガン（Ｍｎ）の比率が１０．０以下に制御され；
　ニッケル当量［Ｎｉ］に対するクロム当量［Ｃｒ］の比率が０．４０より大きく１．０
５未満に決定および制御され；
　クロム当量が、第１式：
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　　［Ｃｒ］＝（重量％Ｃｒ）＋（１．５×重量％Ｓｉ）＋（１．４×重量％Ｍｏ）＋（
重量％Ｎｂ）－４．９９

に決定および制御され；
　ニッケル当量が、第２式：

　　［Ｎｉ］＝（重量％Ｎｉ）＋（３０×重量％Ｃ）＋（０．５×重量％Ｍｎ）＋（２６
×重量％（Ｎ－０．０２））＋２．７７

に決定および制御される、非磁性のオーステナイト系の母材の微細組織を有するオーステ
ナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項３３】
　前記ニッケル当量に対する前記クロム当量の比率が０．４５より大きく０．９５未満で
ある、請求項１～３２のいずれか１項に記載のオーステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項３４】
　請求項１～３３のいずれか１項に記載のオーステナイト系ステンレス鋼母材を含む、鍛
鋼。
【請求項３５】
　請求項１～３３のいずれか１項に記載のオーステナイト系ステンレス鋼母材を含む、鋳
鋼。
【請求項３６】
　クロム当量［Ｃｒ］＝（重量％Ｃｒ）＋（１．５×重量％Ｓｉ）＋（１．４×重量％Ｍ
ｏ）＋（重量％Ｎｂ）＋（０．７２×重量％Ｗ）＋（２．２７×重量％Ｖ）＋（２．２０
×重量％Ｔｉ）＋（０．２１×重量％Ｔａ）＋（２．４８×重量％Ａｌ）－４．９９であ
り；
　ニッケル当量［Ｎｉ］＝（重量％Ｎｉ）＋（３０×重量％Ｃ）＋（０．５×重量％Ｍｎ
）＋（２６×重量％（Ｎ－０．０２））＋（０．４４％×重量％Ｃｕ）＋２．７７であり
、
　Ｎｂ、Ｗ、Ｖ、Ｔｉ、Ｔａ、ＡｌおよびＣｕの重量％が０ではなく；
　Ｎｂ＝ニオブ；
　Ｗ＝タングステン；
　Ｖ＝バナジウム；
　Ｔｉ＝チタン；
　Ｔａ＝タンタル；
　Ａｌ＝アルミニウム；
　Ｃｕ＝銅；
である、請求項１～３５のいずれか１項に記載のオーステナイト系ステンレス鋼母材。
【請求項３７】
　１６．００重量％から３０．００重量％のクロム（Ｃｒ）と；８．００重量％から２７
．００重量％のニッケル（Ｎｉ）と；７．００重量％以下のモリブデン（Ｍｏ）と；０．
４０重量％から０．７０重量％の窒素（Ｎ）と、１．０重量％から４．００重量％のマン
ガン（Ｍｎ）と、１．０重量％以下のニオブ（Ｎｂ）と、０．１０重量％未満の炭素（Ｃ
）と、０．０７０重量％以下の酸素と、２．００重量％以下のケイ素と、残部である鉄お
よび不可避的不純物とを含む非磁性のオーステナイト系の母材の微細組織を有するオース
テナイト系ステンレス鋼母材の製造方法であって、
　前記方法が、
　　（１）溶融段階において、合金組成物を加熱する工程と、
　　（２）非磁性のオーステナイト系ステンレス鋼母材の微細組織を形成するように、前
記合金組成物を処理する工程と、
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を含み、前記溶融段階において、
　　　窒素（Ｎ）に対するマンガン（Ｍｎ）の比率が１０．０以下に制御され；
　　　ニッケル当量［Ｎｉ］に対するクロム当量［Ｃｒ］の比率が０．４０より大きく１
．０５未満に決定および制御され；
　　　クロム当量が、第１式：

　　　　［Ｃｒ］＝（重量％Ｃｒ）＋（１．５×重量％Ｓｉ）＋（１．４×重量％Ｍｏ）
＋（重量％Ｎｂ）－４．９９

に従って決定および制御され；
　　　ニッケル当量が、第２式：

　　　　［Ｎｉ］＝（重量％Ｎｉ）＋（３０×重量％Ｃ）＋（０．５×重量％Ｍｎ）＋（
２６×重量％（Ｎ－０．０２））＋２．７７

に従って決定および制御される、非磁性のオーステナイト系の母材の微細組織を有するオ
ーステナイト系ステンレス鋼母材の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４２７】
　さらに、ある用途に対して、オーステナイト系ステンレス鋼およびスーパーオーステナ
イト系ステンレス鋼についての高炭素域の合金の他の変形が望ましく、これらは安定化型
として製造されるように明示的に成分調整されている。オーステナイト系ステンレス鋼お
よびスーパーオーステナイト系ステンレス鋼のこれらの特定の変形は、チタンが安定化さ
れた、“ＨＭ４ＮＴｉ”または“Ｍ４ＮＴｉ”型の合金であり、チタン含有量は次の式：
　Ｔｉ＝４×Ｃ（ｍｉｎ）、最大で０．７０重量％Ｔｉ、または
　Ｔｉ＝５×Ｃ（ｍｉｎ）、最大で０．７０重量％Ｔｉ
にそれぞれが従うように制御され、チタンが安定化された合金の派生物を有する。同様に
、ニオブが安定化された、“ＨＭ４ＮＮｂ”または“Ｍ４ＮＮｂ”型の合金があり、ニオ
ブ含有量は次の式：
　Ｎｂ＝８×Ｃ（ｍｉｎ）、最大で１．０重量％Ｎｂ、または
　Ｎｂ＝１０×Ｃ（ｍｉｎ）、最大で１．０重量％Ｎｂ
にそれぞれが従うように制御され、ニオブが安定化された合金の派生物を有する。加えて
、ニオブプラスタンタルが安定化された、“ＨＭ４ＮＮｂＴａ”または“Ｍ４ＮＮｂＴａ
”型の合金を含むように合金の、他の変形が作られてもよく、ニオブプラスタンタル含有
量は次の式：
　Ｎｂ＋Ｔａ＝８×Ｃ（ｍｉｎ）、最大で１．０重量％Ｎｂ＋Ｔａ、最大で０．１０重量
％Ｔａ、または
　Ｎｂ＋Ｔａ＝１０×Ｃ（ｍｉｎ）、最大で１．０重量％Ｎｂ＋Ｔａ、最大で０．１０重
量％Ｔａ
に従って制御されている。チタンが安定化された、ニオブが安定化された、およびニオブ
プラスタンタルが安定化された合金の変形は、最初の溶体化熱処理温度より低い温度で安
定化熱処理を受けてもよい。チタンおよび／またはニオブおよび／またはニオブプラスタ
ンタルは個々に、または銅、タングステンおよびバナジウムのこれらの元素の全ての様々
な組み合わせと併せて添加されてもよく、高い炭素濃度が望ましいある用途に対して合金
を最適化する。これらの合金元素は、個々に、またはこれらの元素の全ての様々な組み合
わせで利用されてもよく、特定の用途に合わせてステンレス鋼を作り、かつ合金の全体的



(8) JP 2014-515436 A5 2015.7.9

な耐食性能をさらに向上させる。
　なお、本明細書の開示は、以下の態様を含むことを確認的に付言しておく。
・態様１：
　１６．００重量％から３０．００重量％のクロム（Ｃｒ）と；８．００重量％から２７
．００重量％のニッケル（Ｎｉ）と；７．００重量％以下のモリブデン（Ｍｏ）と；０．
４０重量％から０．７０重量％の窒素（Ｎ）と、１．０重量％から４．００重量％のマン
ガン（Ｍｎ）と、１．０重量％以下のニオブ（Ｎｂ）と、０．１０重量％未満の炭素（Ｃ
）とを含む、
　窒素（Ｎ）に対するマンガン（Ｍｎ）の比率が１０．０以下に制御され；
　ニッケル当量［Ｎｉ］に対するクロム当量［Ｃｒ］の比率が０．４０より大きく１．０
５未満であり；
　クロム当量［Ｃｒ］＝（重量％Ｃｒ）＋（１．５×重量％Ｓｉ）＋（１．４×重量％Ｍ
ｏ）＋（重量％Ｎｂ）－４．９９であり；
　ニッケル当量［Ｎｉ］＝（重量％Ｎｉ）＋（３０×重量％Ｃ）＋（０．５×重量％Ｍｎ
）＋（２６×重量％（Ｎ－０．０２））＋２．７７である、
オーステナイト系ステンレス鋼。
・態様２：
　クロム含有量が１７．５０重量％から２０．００重量％である、態様１に記載のオース
テナイト系ステンレス鋼。
・態様３：
　クロム含有量が１８．２５重量％以上である、態様１または２に記載のオーステナイト
系ステンレス鋼。
・態様４：
　ニッケル含有量が８．００重量％から１２．００重量％である、態様１から３のいずれ
かに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様５：
　ニッケル含有量が１１．００重量％以下である、態様４に記載のオーステナイト系ステ
ンレス鋼。
・態様６：
　ニッケル含有量が１０．００重量％以下である、態様４または５に記載のオーステナイ
ト系ステンレス鋼。
・態様７：
　モリブデン含有量が２．００重量％以下である、態様１から６のいずれかに記載のオー
ステナイト系ステンレス鋼。
・態様８：
　モリブデン含有量が０．５０重量％以上２．００重量％以下である、態様１から７のい
ずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様９：
　モリブデン含有量が１．００重量％以上である、態様１から８のいずれかに記載のオー
ステナイト系ステンレス鋼。
・態様１０：
　クロム含有量が１６．００重量％から１８．００重量％である、態様１に記載のオース
テナイト系ステンレス鋼。
・態様１１：
　クロム含有量が１７．２５重量％以上である、態様１または１０に記載のオーステナイ
ト系ステンレス鋼。
・態様１２：
　ニッケル含有量が１０．００重量％から１４．００重量％である、態様１、１０または
１１に記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１３：
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　ニッケル含有量が１３重量％以下である、態様１および１０～１２のいずれかに記載の
オーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１４：
　ニッケル含有量が１２重量％以下である、態様１および１０～１３のいずれかに記載の
オーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１５：
　モリブデン含有量が２．００重量％以上４．００重量％以下である、態様１および１０
～１４のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１６：
　モリブデン含有量が３．００重量％以上である、態様１および１０～１５のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１７：
　クロム含有量が１８．００重量％から２０．００重量％である、態様１に記載のオース
テナイト系ステンレス鋼。
・態様１８：
　クロム含有量が１９．００重量％以上である、態様１または１７に記載のオーステナイ
ト系ステンレス鋼。
・態様１９：
　ニッケル含有量が１１．００重量％から１５．００重量％である、態様１、１７および
１８のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様２０：
　ニッケル含有量が１４．００重量％以下である、態様１および１７～１９のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様２１：
　ニッケル含有量が１３．００重量％以下である、態様１８または１９に記載のオーステ
ナイト系ステンレス鋼。
・態様２２：
　ニッケル含有量が１３．５０重量％から１７．５０重量％である、態様１に記載のオー
ステナイト系ステンレス鋼。
・態様２３：
　ニッケル含有量が１６．５０重量％以下である、態様２２に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様２４：
　ニッケル含有量が１５．５０重量％以下である、態様２２または２３に記載のオーステ
ナイト系ステンレス鋼。
・態様２５：
　モリブデン含有量が３．００重量％以上５．００重量％以下である、態様１および１７
～２４のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様２６：
　モリブデン含有量が４．００重量％以上である、態様１および１７～２５のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様２７：
　モリブデン含有量が５．００重量％以上７．００重量％以下である、態様１および１７
～２６のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様２８：
　モリブデン含有量が６．００重量％以上である、態様１および１７～２７のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様２９：
　クロム含有量が２０．００重量％から２２．００重量％である、態様１に記載のオース
テナイト系ステンレス鋼。
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・態様３０：
　クロム含有量が２１．００重量％以上である、態様１または２９に記載のオーステナイ
ト系ステンレス鋼。
・態様３１：
　ニッケル含有量が１５．００重量％から１９．００重量％である、態様１、２９および
３０のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様３２：
　ニッケル含有量が１８．００重量％以下である、態様１および２９～３１のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様３３：
　ニッケル含有量が１７．００重量％以下である、態様１および２９～３２のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様３４：
　モリブデン含有量が５．００重量％以上７．００重量％以下である、態様１および２９
～３３のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様３５：
　モリブデン含有量が６．００重量％以上である、態様１および２９～３４のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様３６：
　モリブデン含有量が３．００重量％以上５．００重量％以下である、態様１および２９
～３３のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様３７：
　モリブデン含有量が４．００重量％以上である、態様３６に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様３８：
　クロム含有量が２２．００重量％以上２４．００重量％以下である、態様１に記載のオ
ーステナイト系ステンレス鋼。
・態様３９：
　クロム含有量が２３．００重量％以上である、態様３８に記載のオーステナイト系ステ
ンレス鋼。
・態様４０：
　ニッケル含有量が１７．００重量％以上２１重量％以下である、態様１、３８および３
９のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様４１：
　ニッケル含有量が２０．００重量％以下である、態様１および３８～４０のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様４２：
　ニッケル含有量が１９．００重量％以下である、態様１および３８～４１のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様４３：
　モリブデン含有量が５．００重量％以上７．００重量％以下である、態様１および３８
～４２のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様４４：
　モリブデン含有量が６．００重量％以上である、態様４３に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様４５：
　モリブデン含有量が３．００重量％以上５．００重量％以下である、態様１および３８
～４２のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様４６：
　モリブデン含有量が４．００重量％以上である、態様４５に記載のオーステナイト系ス
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テンレス鋼。
・態様４７：
　クロム含有量が２４．００重量％から２６．００重量％である、態様１に記載のオース
テナイト系ステンレス鋼。
・態様４８：
　クロム含有量が２５．００重量％以上である、態様４７に記載のオーステナイト系ステ
ンレス鋼。
・態様４９：
　ニッケル含有量が１９．００重量％以上２３．００重量％以下である、態様１、４７お
よび４８のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様５０：
　ニッケル含有量が２２．００重量％以下である、態様１および４７～４９のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様５１：
　ニッケル含有量が２１．００重量％以下である、態様１および４７～５０のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様５２：
　モリブデン含有量が５．００重量％以上７．００重量％以下である、態様１および４７
～５１のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様５３：
　モリブデン含有量が６．００重量％以上７．００重量％以下である、態様１および４７
～５２のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様５４：
　モリブデン含有量が６．５０重量％以上である、態様１および４７～５３のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様５５：
　モリブデン含有量が３．００重量％以上５．００重量％以下である、態様１および４７
～５１のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様５６：
　モリブデン含有量が４．００重量％以上である、態様５５に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様５７：
　クロム含有量が２６．００重量％以上２８．００重量％以下である、態様１に記載のオ
ーステナイト系ステンレス鋼。
・態様５８：
　クロム含有量が２７．００重量％以上である、態様５７に記載のオーステナイト系ステ
ンレス鋼。
・態様５９：
　ニッケル含有量が２１．００重量％から２５．００重量％である、態様１、５７および
５８のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様６０：
　ニッケル含有量が２４．００重量％以下である、態様１および５７～５９のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様６１：
　ニッケル含有量が２３．００重量％以下である、態様１および５７～６０のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様６２：
　モリブデン含有量が５．００重量％以上７．００重量％以下である、態様１および５７
～６１のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様６３：
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　モリブデン含有量が５．５０重量％以上６．５０重量％以下である、態様１および５７
～６２のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様６４：
　モリブデン含有量が６．００重量％以上である、態様６３に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様６５：
　モリブデン含有量が３．００重量％以上５．００重量％以下である、態様１および５７
～６１のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様６６：
　モリブデン含有量が４．００重量％以上である、態様６５に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様６７：
　クロム含有量が２８．００重量％から３０．００重量％である、態様１に記載のオース
テナイト系ステンレス鋼。
・態様６８：
　クロム含有量が２９．００重量％以上である、態様６７に記載のオーステナイト系ステ
ンレス鋼。
・態様６９：
　ニッケル含有量が２３．００重量％以上２７．００重量％以下である、態様１、６７お
よび６８のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様７０：
　ニッケル含有量が２６．００重量％以下である、態様１および６７～６９のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様７１：
　ニッケル含有量が２５．００重量％以下である、態様１および６７～７０のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様７２：
　モリブデン含有量が５．００重量％以上７．００重量％以下である、態様１および６７
～７１のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様７３：
　モリブデン含有量が５．５０重量％以上６．５０重量％以下である、態様１および６７
～７２のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様７４：
　モリブデン含有量が６．００重量％以上である、態様１および６７～７３のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様７５：
　モリブデン含有量が３．００重量％以上５．００重量％以下である、態様１および６７
～７１のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様７６：
　モリブデン含有量が４．００重量％以上である、態様７５に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様７７：
　窒素含有量が０．４０重量％以上０．６０重量％以下である、態様１～７６のいずれか
に記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様７８：
　窒素含有量が０．４５重量％以上０．５５重量％以下である、態様１～７７のいずれか
に記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様７９：
　０．０３０重量％以下の炭素をさらに含む、態様１～７８のいずれかに記載のオーステ
ナイト系ステンレス鋼。
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・態様８０：
　０．０２０重量％から０．０３０重量％の炭素をさらに含む、態様１～７９のいずれか
に記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様８１：
　炭素の含有量が０．０２５重量％以下である、態様１～８０のいずれかに記載のオース
テナイト系ステンレス鋼。
・態様８２：
　４．０重量％以下のマンガンをさらに含む、態様１～８１のいずれかに記載のオーステ
ナイト系ステンレス鋼。
・態様８３：
　２．０重量％以下のマンガンをさらに含む、態様１～８２のいずれかに記載のオーステ
ナイト系ステンレス鋼。
・態様８４：
　１．０重量％から２．０重量％のマンガンをさらに含む、態様１～８３のいずれかに記
載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様８５：
　マンガン含有量が１．２０重量％以上１．５０重量％以下である、態様１～８４のいず
れかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様８６：
　窒素に対するマンガンの比率が５．０以下に制御されている、態様８２～８５のいずれ
かに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様８７：
　窒素に対するマンガンの比率が３．７５以下に制御されている、態様８２～８６のいず
れかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様８８：
　２．０重量％から４．００重量％のマンガンをさらに含む、態様１～８２のいずれかに
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様８９：
　マンガン含有量が３．０重量％以下である、態様８８に記載のオーステナイト系ステン
レス鋼。
・態様９０：
　マンガン含有量が２．５０重量％以下である、態様８８または８９に記載のオーステナ
イト系ステンレス鋼。
・態様９１：
　窒素に対するマンガンの比率が７．５０以下に制御されている、態様８２および８８～
９０のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様９２：
　窒素に対するマンガンの比率が６．２５以下に制御されている、態様８２および８８～
９１のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様９３：
　０．０３０重量％以下のリンをさらに含む、態様１～９２のいずれかに記載のオーステ
ナイト系ステンレス鋼。
・態様９４：
　０．０２５重量％以下のリンをさらに含む、態様１～９３のいずれかに記載のオーステ
ナイト系ステンレス鋼。
・態様９５：
　０．０２０重量％以下のリンをさらに含む、態様１～９４のいずれかに記載のオーステ
ナイト系ステンレス鋼。
・態様９６：
　０．０１５重量％以下のリンをさらに含む、態様１～９５のいずれかに記載のオーステ
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ナイト系ステンレス鋼。
・態様９７：
　０．０１０重量％以下のリンをさらに含む、態様１～９６のいずれかに記載のオーステ
ナイト系ステンレス鋼。
・態様９８：
　０．０１０重量％以下の硫黄をさらに含む、態様１～９７のいずれかに記載のオーステ
ナイト系ステンレス鋼。
・態様９９：
　０．００５重量％以下の硫黄をさらに含む、態様１～９８のいずれかに記載のオーステ
ナイト系ステンレス鋼。
・態様１００：
　０．００３重量％以下の硫黄をさらに含む、態様１～９９のいずれかに記載のオーステ
ナイト系ステンレス鋼。
・態様１０１：
　０．００１重量％以下の硫黄をさらに含む、態様１～１００のいずれかに記載のオース
テナイト系ステンレス鋼。
・態様１０２：
　０．０７０重量％以下の酸素をさらに含む、態様１～１０１のいずれかに記載のオース
テナイト系ステンレス鋼。
・態様１０３：
　酸素含有量が０．０５０重量％以下である、態様１０２に記載のオーステナイト系ステ
ンレス鋼。
・態様１０４：
　酸素含有量が０．０３０重量％以下である、態様１０２または１０３に記載のオーステ
ナイト系ステンレス鋼。
・態様１０５：
　酸素含有量が０．０１０重量％以下である、態様１０２～１０４のいずれかに記載のオ
ーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１０６：
　酸素含有量が０．００５重量％以下である、態様１０２～１０５のいずれかに記載のオ
ーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１０７：
　０．７５重量％以下のケイ素をさらに含む、態様１～１０６のいずれかに記載のオース
テナイト系ステンレス鋼。
・態様１０８：
　ケイ素含有量が０．２５重量％以上０．７５重量％以下である、態様１～１０７のいず
れかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１０９：
　ケイ素含有量が０．４０重量％以上０．６０重量％以下である、態様１～１０８のいず
れかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１１０：
　２．００重量％以下のケイ素を含む、態様１～１０６のいずれかに記載のオーステナイ
ト系ステンレス鋼。
・態様１１１：
　ケイ素含有量が０．７５重量％以上２．００重量％以下である、態様１１０に記載のオ
ーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１１２：
　鉄、ホウ素、セリウム（ＲＥＭ）、アルミニウム、カルシウム、マグネシウム、銅、タ
ングステン、バナジウム、チタンおよび/またはニオブプラスタンタルから選択された少
なくとも１つの元素をさらに含む、態様１～１１１のいずれかに記載のオーステナイト系
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ステンレス鋼。
・態様１１３：
　０．０１０重量％以下のホウ素をさらに含む、態様１～１１２のいずれかに記載のオー
ステナイト系ステンレス鋼。
・態様１１４：
　０．００１重量％以上０．０１０重量％以下のホウ素をさらに含む、態様１～１１３の
いずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１１５：
　０．００１５重量％以上０．００３５重量％以下のホウ素をさらに含む、態様１～１１
４のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１１６：
　０．０００１重量％以上０．０００６重量％以下のホウ素をさらに含む、態様１～１１
５のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１１７：
　０．１０重量％以下のセリウムをさらに含む、態様１～１１６のいずれかに記載のオー
ステナイト系ステンレス鋼。
・態様１１８：
　０．０１重量％以上０．１０重量％以下のセリウムをさらに含む、態様１～１１７のい
ずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１１９：
　さらに、セリウム含有量が０．０３重量％以上０．０８重量％以下である、態様１１８
または１１９に記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１２０：
　さらに０．０５０重量％以下のアルミニウムを含む、態様１～１１９のいずれかに記載
のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１２１：
　さらに０．００５重量％以上０．０５０重量％以下のアルミニウムを含む、態様１～１
２０のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１２２：
　さらに０．０１０重量％以上０．０３０重量％以下のアルミニウムを含む、態様１～１
２１のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１２３：
　さらに０．０１０重量％以下のカルシウムを含む、態様１～１２２のいずれかに記載の
オーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１２４：
　さらに０．００１重量％以上０．０１０重量％以下のカルシウムを含む、態様１～１２
３のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１２５：
　カルシウム含有量が０．００１重量％以上０．００５重量％以下である、態様１２４に
記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１２６：
　０．０１０重量％以下のマグネシウムをさらに含む、態様１～１２５のいずれかに記載
のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１２７：
　０．００１重量％以上０．０１０重量％以下のマグネシウムをさらに含む、態様１２６
に記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１２８：
　マグネシウム含有量が０．００１重量％以上０．００５重量％以下である、態様１２７
に記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１２９：
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　１．５０重量％以下の銅をさらに含む、態様１～１２８のいずれかに記載のオーステナ
イト系ステンレス鋼。
・態様１３０：
　０．５０重量％以上１．５０重量％以下の銅をさらに含む、態様１～１２９のいずれか
に記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１３１：
　銅含有量が１．００重量％以下である、態様１３０に記載のオーステナイト系ステンレ
ス鋼。
・態様１３２：
　３．５０重量％以下の銅をさらに含む、態様１～１２８のいずれかに記載のオーステナ
イト系ステンレス鋼。
・態様１３３：
　１．５０重量％以上３．５０重量％以下の銅をさらに含む、態様１３２に記載のオース
テナイト系ステンレス鋼。
・態様１３４：
　銅含有量が２．５０重量％以下である、態様１３３に記載のオーステナイト系ステンレ
ス鋼。
・態様１３５：
　２．００重量％以下のタングステンをさらに含む、態様１～１３４のいずれかに記載の
オーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１３６：
　０．５０重量％以上１．００重量％以下のタングステンをさらに含む、態様１～１３５
のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１３７：
　タングステン含有量が０．７５重量％以上である、態様１３６に記載のオーステナイト
系ステンレス鋼。
・態様１３８：
　０．５０重量％以下のバナジウムをさらに含む、態様１～１３７のいずれかに記載のオ
ーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１３９：
　　０．１０重量％以上０．５０重量％以下のバナジウムをさらに含む、態様１～１３８
のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１４０：
　バナジウム含有量が０．３０重量％以下である、態様１４１に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１４１：
　０．０４０重量％から０．１０重量％の炭素をさらに含む、態様１～１４０のいずれか
に記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１４２：
　０．０４０重量％から０．０５０重量％の炭素をさらに含む、態様１～１４１のいずれ
かに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１４３：
　炭素含有量が０．０３０重量％より多く０．０８重量％以下である、態様１４１に記載
のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１４４：
　炭素含有量が０．０３０重量％より多く０．０４０重量％未満である、態様１４３に記
載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１４５：
０．７０重量％以下のチタンをさらに含む、態様１４１～１４４のいずれかに記載のオー
ステナイト系ステンレス鋼。
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・態様１４６：
　チタン含有量がＴ（ｍｉｎ）より多く；
　Ｔｉ（ｍｉｎ）が４×Ｃ（ｍｉｎ）から計算され；
　Ｃ（ｍｉｎ）が炭素の最小量である、
態様１４１または１４２を引用する態様１４５に記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１４７：
　チタン含有量がＴ（ｍｉｎ）より多く；
　Ｔｉ（ｍｉｎ）が５×Ｃ（ｍｉｎ）から計算され；
　Ｃ（ｍｉｎ）が炭素の最小量である、
態様１４３または１４４を引用する態様１４５に記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１４８：
　ニオブ含有量がＮｂ（ｍｉｎ）より多く；
　Ｎｂ（ｍｉｎ）が８×Ｃ（ｍｉｎ）から計算され；
　Ｃ（ｍｉｎ）が炭素の最小量である、
態様１４１または１４２を引用する態様１～１４７のいずれかに記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１４９：
　ニオブ含有量がＮｂ（ｍｉｎ）より多く；
　Ｎｂ（ｍｉｎ）が１０×Ｃ（ｍｉｎ）から計算され；
　Ｃ（ｍｉｎ）が炭素の最小量である、
態様１４３または１４４を引用する態様１～１４８のいずれかに記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１５０：
　１．０重量％以下のニオブプラスタンタルおよび最大で０．１０重量％のタンタルをさ
らに含む、態様１４８～１４９のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１５１：
　ニオブおよびタンタル含有量がＮｂ＋Ｔａ（ｍｉｎ）より多く；
　Ｎｂ＋Ｔａ（ｍｉｎ）が８×Ｃ（ｍｉｎ）から計算され；
　Ｃ（ｍｉｎ）が炭素の最小量であり、（最大で０．１０重量％のＴａを含む、）
態様１４１または１４２を引用する態様１５０に記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１５２：
　ニオブおよびタンタル含有量がＮｂ＋Ｔａ（ｍｉｎ）より多く；
　Ｎｂ＋Ｔａ（ｍｉｎ）が１０×Ｃ（ｍｉｎ）から計算され；
　Ｃ（ｍｉｎ）が炭素の最小量であり、（最大で０．１０重量％のＴａを含む、）
態様１４３または１４４を引用する態様１５０に記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１５３：
　０．４０～０．７０重量％の窒素と、２５以上の耐孔食指数（ＰＲＥＮ）を有する合金
組成とを含み；
　ＰＲＥＮ＝重量％クロム＋（３．３×重量％モリブデン）＋（１６×重量％窒素）、で
あって、
　当該合金組成が、１６．００重量％から３０．００重量％のクロム（Ｃｒ）と；８．０
０重量％から２７．００重量％のニッケル（Ｎｉ）と；７．００重量％以下のモリブデン
（Ｍｏ）と；１．０重量％から４．００重量％のマンガン（Ｍｎ）と、１．０重量％以下
のニオブ（Ｎｂ）と、０．１０重量％未満の炭素（Ｃ）とをさらに含み、
　ニッケル当量［Ｎｉ］に対するクロム当量［Ｃｒ］の比率が０．４０より大きく１．０
５未満であり；
　クロム当量［Ｃｒ］＝（重量％Ｃｒ）＋（１．５×重量％Ｓｉ）＋（１．４×重量％Ｍ
ｏ）＋（重量％Ｎｂ）－４．９９であり；
　ニッケル当量［Ｎｉ］＝（重量％Ｎｉ）＋（３０×重量％Ｃ）＋（０．５×重量％Ｍｎ
）＋（２６×重量％（Ｎ－０．０２））＋２．７７である、
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非磁性のオーステナイト微細組織を有するオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１５４：
　０．４０～０．６０重量％の窒素と、２５以上の耐孔食指数（ＰＲＥＮ）を有する合金
組成とを含み；
　ＰＲＥＮ＝重量％クロム＋（３．３×重量％モリブデン）＋（１６×重量％窒素）、で
あって、
　当該合金組成が、１６．００重量％から３０．００重量％のクロム（Ｃｒ）と；８．０
０重量％から２７．００重量％のニッケル（Ｎｉ）と；７．００重量％以下のモリブデン
（Ｍｏ）と；１．０重量％から４．００重量％のマンガン（Ｍｎ）と、１．０重量％以下
のニオブ（Ｎｂ）と、０．１０重量％未満の炭素（Ｃ）とをさらに含み、
　ニッケル当量［Ｎｉ］に対するクロム当量［Ｃｒ］の比率が０．４０より大きく１．０
５未満であり；
　クロム当量［Ｃｒ］＝（重量％Ｃｒ）＋（１．５×重量％Ｓｉ）＋（１．４×重量％Ｍ
ｏ）＋（重量％Ｎｂ）－４．９９であり；
　ニッケル当量［Ｎｉ］＝（重量％Ｎｉ）＋（３０×重量％Ｃ）＋（０．５×重量％Ｍｎ
）＋（２６×重量％（Ｎ－０．０２））＋２．７７である、
非磁性のオーステナイト微細組織を有するオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１５５：
　前記ＰＲＥＮが３０以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様１５６：
　前記ＰＲＥＮが３５以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様１５７：
　前記ＰＲＥＮが４０以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様１５８：
　前記ＰＲＥＮが４５以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様１５９：
　前記ＰＲＥＮが３７以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様１６０：
　前記ＰＲＥＮが４２以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様１６１：
　前記ＰＲＥＮが４３以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様１６２：
　前記ＰＲＥＮが４８以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様１６３：
　前記ＰＲＥＮが３９以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様１６４：
　前記ＰＲＥＮが４４以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様１６５：
　前記ＰＲＥＮが５０以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
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・態様１６６：
　前記ＰＲＥＮが４７以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様１６７：
　前記ＰＲＥＮが４８．５以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト
系ステンレス鋼。
・態様１６８：
　前記ＰＲＥＮが５３．５以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト
系ステンレス鋼。
・態様１６９：
　前記ＰＲＥＮが４９以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様１７０：
　前記ＰＲＥＮが５０．５以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト
系ステンレス鋼。
・態様１７１：
　前記ＰＲＥＮが５５．５以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト
系ステンレス鋼。
・態様１７２：
　前記ＰＲＥＮが４６以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様１７３：
　前記ＰＲＥＮが５１以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト系ス
テンレス鋼。
・態様１７４：
　前記ＰＲＥＮが５２．５以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト
系ステンレス鋼。
・態様１７５：
　前記ＰＲＥＮが５７．５以上である、態様１５３または１５４に記載のオーステナイト
系ステンレス鋼。
・態様１７６：
　０．５０重量％～１．００重量％のタングステンと、０．４０～０．７０重量％の窒素
と、２７以上の耐孔食指数（ＰＲＥＮＷ）を有する合金組成とを含み；
　ＰＲＥＮＷ＝重量％クロム＋［３．３×重量％（モリブデン＋タングステン）］＋（１
６×重量％窒素）、であって、
　当該合金組成が、１６．００重量％から３０．００重量％のクロム（Ｃｒ）と；８．０
０重量％から２７．００重量％のニッケル（Ｎｉ）と；７．００重量％以下のモリブデン
（Ｍｏ）と；１．０重量％から４．００重量％のマンガン（Ｍｎ）と、１．０重量％以下
のニオブ（Ｎｂ）と、０．１０重量％未満の炭素（Ｃ）とをさらに含み、
　ニッケル当量［Ｎｉ］に対するクロム当量［Ｃｒ］の比率が０．４０より大きく１．０
５未満であり；
　クロム当量［Ｃｒ］＝（重量％Ｃｒ）＋（１．５×重量％Ｓｉ）＋（１．４×重量％Ｍ
ｏ）＋（重量％Ｎｂ）－４．９９であり；
　ニッケル当量［Ｎｉ］＝（重量％Ｎｉ）＋（３０×重量％Ｃ）＋（０．５×重量％Ｍｎ
）＋（２６×重量％（Ｎ－０．０２））＋２．７７である、
非磁性のオーステナイト微細組織を有するオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１７７：
　０．４０～０．６０重量％の窒素と、０．５０重量％～１．００重量％のタングステン
と、２７以上の耐孔食指数（ＰＲＥＮＷ）を有する合金組成とを含み；
　ＰＲＥＮＷ＝重量％クロム＋［３．３×重量％（モリブデン＋タングステン）］＋（１
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６×重量％窒素）、であって、
　当該合金組成が、１６．００重量％から３０．００重量％のクロム（Ｃｒ）と；８．０
０重量％から２７．００重量％のニッケル（Ｎｉ）と；７．００重量％以下のモリブデン
（Ｍｏ）と；１．０重量％から４．００重量％のマンガン（Ｍｎ）と、１．０重量％以下
のニオブ（Ｎｂ）と、０．１０重量％未満の炭素（Ｃ）とをさらに含み、
　ニッケル当量［Ｎｉ］に対するクロム当量［Ｃｒ］の比率が０．４０より大きく１．０
５未満であり；
　クロム当量［Ｃｒ］＝（重量％Ｃｒ）＋（１．５×重量％Ｓｉ）＋（１．４×重量％Ｍ
ｏ）＋（重量％Ｎｂ）－４．９９であり；
　ニッケル当量［Ｎｉ］＝（重量％Ｎｉ）＋（３０×重量％Ｃ）＋（０．５×重量％Ｍｎ
）＋（２６×重量％（Ｎ－０．０２））＋２．７７である、
非磁性のオーステナイト微細組織を有する
オーステナイト系ステンレス鋼。
・態様１７８：
　前記ＰＲＥＮＷが３２以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１７９：
　前記ＰＲＥＮＷが３７以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１８０：
　前記ＰＲＥＮＷが４２以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１８１：
　前記ＰＲＥＮＷが４７以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１８２：
　前記ＰＲＥＮＷが３９以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１８３：
　前記ＰＲＥＮＷが４４以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１８４：
　前記ＰＲＥＮＷが４５以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１８５：
　前記ＰＲＥＮＷが５０以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１８６：
　前記ＰＲＥＮＷが４１以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１８７：
　前記ＰＲＥＮＷが４６以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１８８：
　前記ＰＲＥＮＷが５２以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１８９：
　前記ＰＲＥＮＷが４９以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１９０：
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　前記ＰＲＥＮＷが５０．５以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイ
ト系ステンレス鋼。
・態様１９１：
　前記ＰＲＥＮＷが５５．５以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイ
ト系ステンレス鋼。
・態様１９２：
　前記ＰＲＥＮＷが５１以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１９３：
　前記ＰＲＥＮＷが５２．５以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイ
ト系ステンレス鋼。
・態様１９４：
　前記ＰＲＥＮＷが５７．５以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイ
ト系ステンレス鋼。
・態様１９５：
　前記ＰＲＥＮＷが４８以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１９６：
　前記ＰＲＥＮＷが５３以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイト系
ステンレス鋼。
・態様１９７：
　前記ＰＲＥＮＷが５４．５以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイ
ト系ステンレス鋼。
・態様１９８：
　前記ＰＲＥＮＷが５９．５以上である、態様１７６または１７７に記載のオーステナイ
ト系ステンレス鋼。
・態様１９９：
　前記ニッケル当量に対する前記クロム当量の比率が０．４５より大きく０．９５より小
さい範囲である、態様１～１９８のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼。
・態様２００：
　態様１～１９９のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼を含む、鍛鋼。
・態様２０１：
　態様１～２００のいずれかに記載のオーステナイト系ステンレス鋼を含む、鋳鋼。
・態様２０２：
　クロム当量［Ｃｒ］＝（重量％Ｃｒ）＋（１．５×重量％Ｓｉ）＋（１．４×重量％Ｍ
ｏ）＋（重量％Ｎｂ）＋（０．７２×重量％Ｗ）＋（２．２７×重量％Ｖ）＋（２．２０
×重量％Ｔｉ）＋（０．２１×重量％Ｔａ）＋（２．４８×重量％Ａｌ）－４．９９であ
り；
　ニッケル当量［Ｎｉ］＝（重量％Ｎｉ）＋（３０×重量％Ｃ）＋（０．５×重量％Ｍｎ
）＋（２６×重量％（Ｎ－０．０２））＋（０．４４％×重量％Ｃｕ）＋２．７７であり
、
　Ｎｂ、Ｗ、Ｖ、Ｔｉ、Ｔａ、ＡｌおよびＣｕの重量％が０ではなく；
　Ｎｂ＝ニオブ；
　Ｗ＝タングステン；
　Ｖ＝バナジウム；
　Ｔｉ＝チタン；
　Ｔａ＝タンタル；
　Ａｌ＝アルミニウム；
　Ｃｕ銅；
である、態様１、１５３または１５４、１７６または１７７のいずれかに記載のオーステ



(22) JP 2014-515436 A5 2015.7.9

ナイト系ステンレス鋼。
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